
iPadLiDARから
DEMとDCHMを作成する方法

CloudCompare Ver2.9.1（LasからDEMを作成）
QGIS Ver 3.16（DCHMを作成）
MetaShape Ver1.6.0（ＵＡＶからDSMを作成）

使用ソフト

R4.1.21

最初にCloudCompareの設定

CloudCompareは、デフォルトでは画面が「白」なので、設定を変更する。

黒くなる

※一度設定すると、設定内容が書き換わるので、以後は設定不要

グラデーションは
ここで切り替え



CloudCompareにGCPを表示

準備するもの ：ＧＣＰの平面直角座標(CSVデータ)、 iPadLiDARで作成したLasデータ

ドロップする

追加される

※WGS84だと、数値が小さすぎるた
め、UTM若しくは平面直角座標系で
CSVを作成。

注：X,Y座標が逆になっている！

①クリック

②下にスライド

③Pointo size のDefauitをクリック

④10point

程度の大き
さに変更

GCPが白く表示
される

このままではGCPのポイントが小さすぎて見えないため、サイズを変更する。



CloudCompareにLasを表示

ドロップする

Lasデータが追加
される

CloudCompareでLasデータに座標値（GCP）で位置合わせ

②

①シフトを押しながら、Lasデータと
CSVの2つを選択

GCPデータ（CSV)

Lasデータ

上がLasに、下がCSVになるよ
うにSwapをクリックしてOK

チェックを外すと見え
なくなるほうが対応し
ているデータなので、
それぞれのデータが
正しいか確認

Lasデータ

GCPデータ（CSV)

チェックがついていると見える

チェックがないと見えない

CloudCompare Ver2.11.1の場合、
GCP(CSV)の方を選択して「ＯＫ」

＜参考＞



GCPまたLasどちらから先でも良いが、どちら
も同じ順番で位置を合わせる。
（どちらもチェックを付けた状態で行う）。

指を合わせてクリック

最初のポイント「R0」が表示

順番にGCPを追加する

LasのGCPの位置を拡大する
拡大すると、点群なので小さな点になる。
+をクリックして点の大きさも拡大

GCPの位置にポイントを落とす。

間違ったら「×」で削除可能

対応するGCPを順番にすべてポイントする。

全て重なっているようであれば
チェックで完了する

alignで位置合わせをスタート

位置合わせ完成



CloudCompareでDEMデータを出力

作成するDEMのピクセルサイズ（単位／ｍ）
※０．５ｍ位が良いが、空間の大きさに合わせて設定

Height grid values(高さ毎に色分け）を指定
※RGBを指定すると、対照となるピクセルの色となる

Z方向の高さ

minimum height（最小値）を指定
※GridのStepで指定したピクセル内で最小の高さを採
用。
他には平均値などの指定もできる。

↑空のセルをどう埋めるか（minimum heightは、全体で一番低い高さで埋める）

セルの高さの調整

全ての設定終了後に
Update gridをクリック

①lasデータを指定

②

DEMのサンプルが表示される
※サンプルに空欄が多い場合は設定を調整

DEMデータをエクスポートする

①

②

OKで終了
※最終的にDCHMから樹高を算出す

るのが目的であるため、樹冠下以外
は多少空間があってもＯＫ
（目的により調整）



設定値の調整について
＜考察＞

0.1mの場合 1.0mの場合

空間が増えるが精度は上がる 空間が減るが精度は下がる

平均の場合 最大値の場合

樹木や建物の高さが表れる

DEM（地表データ）が必要なので、

樹木や建物の影響を受けない
minimum height（最小値）が最適

樹木や建物の高さより顕著に表れる

↓建物

↓空間が増える

CloudCompareでオルソ画像を出力

0.5mでは荒いので、0.1m程度で再度作成

①

②

③

④

⑤

名前をつけて保存



モザイク状のオルソ画像となる
概ね地表部分がわかるオルソ画像となるが、拡大
すると荒さは目立つ。
点群（Las）から作成しないで、PLYなどメッシュがあ

るデータで作成するとある程度解消されるが、座標
からやり直すため２度手間となる。

ピクセルサイズを0.5mで作成した場合 ピクセルサイズを0.1mで作成した場合


